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f三由学会雑誌j 68巻.7 ，8 号ひ97碑 7 ，8月）

の2 つの代替効来を結合して, V チルダムモデル•は 

次のように書くことができる。計測されたはこの形 

である。 /

■ w,‘》Dび,'(ニパ，‘DQ<+.Z|冗む

第3 章は間接効用!^数と指数の経済理論で、ある。.指 

数理論への統きト的接近ではなく，効用関数からの接近 

が木章の主H的である。真の生計費指数,ラスパイす 

ス式（真の生g m 指数を過大評価)，パー 'ン其式(過小評価〉 

の間の関係も厳密に数学的に整理されでいろ。

第 4 章市場需贺は，集针間題をあらかっている。集 

き十問題—— マクロカ^2式はいかなる条件のもとでミク 

ロ方^ 式から卷かれる力、—— は, 財,‘主律，時間に関 

して発生するが，本章では主体に関する#計問題をも 

，つかっている。傻計問題はごれまで、がなり無視されて 

きたチ一マであり，ー庞本章の叙述を読んでおく も 

有益であろう6

N

第5 室では，オランダ, イギリス,ドイツの年デ一 

タを;i(いて, 4 大費目 (食料, 飲料• タバコ, 耐么財，そ 

め他〉.について，ロッチル; ムモデル，.線形支出体系， 

addilogモデルの3 タみ'^デルの計測結巢力; 律較 . 镑， 

討きれでいる。

填一方程式め間での比較て なく，，数本の* デ/レカう 

ら成る.モデル問の比較タあるから，重相関係数を用、、' 

ることはできない。 れゆえ別の集計的尺度が必妻と 

なる，この集計的尺度のひとつに跡相関係数があるが， 

クィ.ル.は本章でi青報誤善information inaccuracy 

I(W(： wt).= S  Wit log

という尺度を提唱しているぃ 

平均情報誤塞の観点から判断すると，説明力の高さ. 
は, ロツテ.ルダムモデル，addibg：モデル，，線形支出 

体系の順番となるP
. 第 6 章においては, キデルが14食目に対して適用さ 

れている6 食;N■ぱバン，食料# : ^ , 日々め産物(ミル 

ク，バタっダ… ズ，卵など)，野菜 • 果物，肉, 魚の6 

費目に分割され，飲料• タバコは, 飲料, タノ々 コ，練 

粉菜子* チg ゴレート. アイスクリームの3 費目，耐 

久財は，衣服，足にはくもの（靴，靴下など〉,その他 

の耐久財の3 費0 , その他は, 水道♦光熱,他の財と 

の2 費P , 針I4費PIである*
'本章では所得の係数に関しての先験的情報m i m

性値)を用いる混合推定mixed estimation，が用いらifl 
ている。混合推定を用いさのは, 価格の係；数や嗜好の 

ま化に■開しては木5 |；6、な情報しカホしでいないが，所 . 
得の係数してばなり確 ? な情報を有して1/、もと 

いう事ま,推定すべきバラメ ‘ タ数が多数なり.自 

由度不足が生じ得さとと,さらに混合推ぜはベイジア 

シのように，すぺでめ未知バラメータに関する先験的 

確率分布を仮定する必妻みみいh\.、う趣由もとつ％、 

.てい-る。 ...-' : '■
第5 章, 6 章を通じてH■測結果©みならず,ヒの混 

合推定; ネデルめ評価尺度の^^とつと1>ての情银誤！ , 
プロック独立め# 定化, せロ平;ホ，不均二分散の検定 

などの統計的手法をも學び取るとと:er、セきようご■

V

本書は消費者需要の理識を全て網羅した書.ではなく， 

むしろわッチルダムモデルを中心fc掠免てタイルの個 

人的色彩を強く打ち{；« しでいる。した力;りて,消き者 

需要理論における所得，伽格以外の諸襄因は少なくと 

も本書第1杳には現: れない。 し :
しがし, 理論と突証を統一的に把握し, 計測をこ'当っ‘ 

ても斬新なアイデプ，新しいき法を用いての分析には 

教えちれるところが♦ < ぃ本書の意義は大きい。同! : . 
著者の『計量経済学の原理J ,と併せ用いるならば*; 
一層有益であろう。 ：.'；,； .

CNortlトHolland Publishing Compahyj 1975 ^ flj,
335頁’ 6,080円:！ '

養 谷 千 盧 ま （経済学部助教授）

ポール • W ‘バークレイ
共箸

デビット，W • セクラ

『環 境 経 済 学 入 門 ' '

—；—経済成長と環境破 '探-— 』
■ ' ■ . . .

本書の主要なチーマは,現在までのととちめざまし 

い]^済|§展を遂げてきお先進工業諸国に見られる経済 

成長と環境破壊との相；5：関係を明らかにするととであ, 
る，これまでの経済学では, はとんど，接的}■こは分析 

の対象とされなかった環境の間題を,経済学の视点か 

ら考寒しようとする試みでもあるノ t p ととは::!つの 

侧面を舍んでいる。そのつは , とれまでの歴史的な 

経済発展過程のなかで, 自然的にろ社会的にしろ,
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書 評

辕境間题が编ま社会組織め譜活動fc制もがjな与件とU 
て廣在化しなかったことやもる。'接済発展に件ぅて， 

韻境間题|§生の潜在的可能性にっぃては,部分的に論 

議め対象とされたことはある。もう一つの伽面は,瑰 

在に3̂ る経済学の理論的枠組の巾では,おとえ顕在化 

した環境fliM であれ，とれを分析の対象として内部イ匕 

することが困炒でホジゥた，ととである。とりわけ，最近 

の新古典派経済学わ®;論的)W捉条件に^ する譲瑜め1E 
：当性がとの点の指摘に根さ；してぃることに注:意しなけ 

'れ ら な ぃ 。たおし,：奏誰的な分析装置体系として 

の機能その発展# 於こッごあれ,放棄されでぃるわ 

けではない。

いずれ ■しろ，と’のような二つの側面に加えて,今 

.白の環境汚染および换壊め実態が, 生態学や生趣学な‘ 

どめ肖'然科学倾域でV その危機的状況とTiJ觸性にぅぃ 

て生張されているほどには, 一^般的に重大被されてい 

なぃこと力' ; ,本書み分析目的を支えているのである。 

，箸塞たちが，用意肩到にもC•とわっているように,本 

書では経济成長と辕境破壊の関係を脚らかにしで,-環 

境め保全と成長とぃう競合目的間め経済的選択に関す 

ネ新しい理論的図式を与えようとするも© ではなぃb 

むしろ,現段階セいんに環境問靡が傑劍な生活め質の 

應、化をも：i t らし,それヵ银済成戾といか不可分な関 

係にもるかを提起するととに視点力t しぼられていさ。.

その意味セはレ本書は環境破妙という'簡Mめ提起を 

通した警告め書であるといえよう。おしかに,経済成 

長の進行過程では，人口の増大, 義み生Jきおよび消 

費活動 5̂>披大, : さらには各々の土地面積当^>密度の高 

まり'が環境め汚染や被後とV、う現象をひきおこし't：い 

ることほ事実'^ああレ成長の速度ヵ德激であれぱある 

役ど, 境間雇はさら忆深刻な. 態も招く。最近め日 

本経済め現状に照らして考え，てみると，明らかセあろ 

■5e ■ - ：；"•■ '： . • • ■/■'''：：.'■■■■-：
さて, 本書は次Cpよ'うな内容で構成されてぃる。

第 I 部 • ■

第 1 章発展の導ぃた問題 

第 2 敢経済成長と環境  •,
第 3 章生産量生活の質  •-
第《章経怖^長の意味  ■

第！!部  : \ ■
• ，第 6 章逃好と価値 (価値の間題）

館 6 章' 経济分析の:b りめ道-K-—— と(Jii給一一 

第 7 淳: ，市場機構によちなぃ方法—— m i . 使益分.
，’'，.析…T一

第力章市場機能の欠如部効果——  
i ： 9 章市場機能の欠如—— 公共財斤 

第1C►章 保 全 CD論 理 ,
第ni部 • ，

第11章レクリュ，ショソと費用，有効性一-そ 

の適用

翁章環境管理の戦略と敏衛：

: 第13章経済 jホ 長と環境破後 ■

第 I 部でぼ: 経済成長ふ環境の相S 関係について経 

済学視点から0 考察の必要性がじられる。[♦日の 

廣捧問題がife’清成長の副産物というよりも，ま接の結 

果であるという認識がまずもる。つぎに，経済学がい 

< つかり競合的目的の4^がらなされる選択に関する研 

究セあネどいう一般的な定義f cもとらき，過去め選択 

行為の帰結として今日®環境間揮が発生しているとと, 
そして, 現在c /ところ，われわれみ直面レている選択 

の鼓合的自的が, 良Mめ環境と長期fcわたる経済成長 

i；いうジレンマを内包しでいる点を指摘する。こめ点 

はすでにトレへド. オフや翻#として議論されている 

力V 実際は厳密な理11的考察を^^いた̂ >、たちで選択行 

為のまえf t擔ポされているン人んが生きおいと望む種 

類め擦境を選ぶ自由が存続するためには,環境を破嫉 

する方を逸ぶi i i iは抑制されみb'れぱならない,とい 

っ:b i 択.と自由意志の間題，さらには競合的目的め間 

における比較可能性め吟味などが，こめ点の論義を困 

難をもめに1 /ている。

■ 本書の著寧.たちは, 「いかなる選択も（しぱしぱ予ijfj 
せね) おる費用を赵Vってのみ便益をもたらすので 

'という.費用 . 使盆分析の視点から, この困難性を解決' 
しようと試みる。キ̂して，「A 類の全# 3摩境の分割は, 

IIIつめ範轉に一すな：b.ち,ま配できる部分とできな 

い部分に;一一区分されるととが予想される。この区分 

は，全 <:被念的なものであることを理解するととが特 

(<2；重妻であるぃ現実には,どんな傑境も深ぐ関係しあ 

ゥ>こ体系となっている, どの深い関連, もしくは相2  

依存性の故に，おらゆる選択行為,，！>しくは環境操作. 
は，全環境組織 {̂̂ 系を通C X , しぱしぱ統御不可能な. 
反作用れ速鎮x m ) をスタートさ；4 る。J とめような■ 

認識のもセ，選択® f '期レなんゥた倚結の研究とし 

• t r ,释境終済学の必要性を強調するのである，

第 I 部では, とくに第，2 享121おいて, 拓済成長とM 

済学者のをれビ对する懐疑CD歴史が，# 常に浦潔に述 

ぺられて\/、る。'それは, 経済組織とを態学組観との‘

45(629) -
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間の均衡が，どめようfc tて知期社会の迷命を部分的 

に決定したか, そレてこめ事実がど0 ように古典経済 

学思想に影響したか，といっすこ視点ネVら述ベられでい 

る。とくに, 古典被経済学者<?>成長の結果にゥい':Cの 

見解の"r致性に•ゥい,ては, 興味深い;^唆を免でくれ 

る。さらに,最近のJ • K •ガルプレイスやE • J •
ミ.シャンなどの基本的主張:一モ^1れは本書の譲1^全体 

に力♦ わる間题である力，、 すなわあ， 「世界t??先進 

国にぉいでは, 経済財に対する舍理 $̂̂懦要は,今や満 

足されている力V あるいは溝化される状鶴にあるJ と 

いう-主張やあるが, このような息解からも，代倾なし 

にはありえない経済成長を間い高す動妙を与えている 

-のである。 ■'
, 第 3章では*成長間題を資源枯渴と環填こぉける汚 

染物の蓄積という観点から,豊富な事例をもとにして 

論じている。すかわち, 「資源枯渴と汚染の問样は，て 

，ひとつの同じ間題タ、あるかもしれない。つ章り，それ 

.らは限れた壞境の中での成長の衝突の問題なのでを 

.るe 技術進歩は,この衝まをある程度緩和することが 

- できる。舆なった資源投入を必要とする新生ま技術を 

導入レ棄物の問題をある程度緩和する:と か は で . 

きる。人間の，居を：Cますることで、空間をより効東的 

.に使うととi できる。しかし,問題や範囲力满樂物か 

iら 財 の 供 給 , 人 ^̂ |過密へと移.ると,技術的解決の 

.可能性はせぱまる。丄ここでのキ屈ゆ,成長それ自体 

カ诚長の代価とトレイド，オフの関得にること，そ 

れゆ免, より一層の成長はより高V、成長の代価を支払 

うことなしには成立しない点^̂、ある。ぎらに，このこ 

とは，現代摩業社会においてク技術の'/、かなる発展に 

よろうとも, ュネルギ— と物資の不滅の法則れ依然と 

してYj:在し経済組織と生態学的組織の問の均衡が社 

★ 組 織 に k^る影# について言えぱ,技術はただ物理 

学ト.の法則をま境恶イ匕め傲域へ置き換えただけである, 

，という主張につながるのて，ある。

第4 章では, さ東の選択にまつわる競合!"Hj目的とし 

て.の経済)^長の意味が考祭されをレ1たとえぱ，現在の 

ところ,経済成長の測定指機として用いられていネ 

<3, R  P , (粗国民絵生産）取念が,さらにほ国民所得勘 

定体系そめものが,必ずしも国民的福祉の状態を反映 

していないこと, そしていかなる点で福ネit指ぽた.りえ 

ないかを丹念に分析すること女通して:,経済成長の意 

味を者察し't いる。

第 II部では，第5章，祐 6'車，第 7 章において，木

書の基本的分街概念が一般教科書的に説明されている 

が，第5章やの消費者主権のM念にまつわる》嗜好と 

$ 由そして価値ぉよび選択可能性についての諫述ほ， 

最近の;パレートf t適規準に関する議論と併わせて考え 

♦ に, きわめ)て妥当性の強い-^つの見解と言えよう。

第8章ほ,さきにも述べた現代経済学の理論的梓組 

の中では処理しえなV、とされている外部効果の基本的， 

問題, づまり終済体系^̂ と̂つズ最もま要なフィ— ドノ>
ック機構を破壊する選択り意図せぬ結果，につ’いて述 

ベられヤいる6 市場炒能が働かない諸効果の評価と内 

部イヒの問題は, 仮に費用.,使益み村の手法を用いて接 

近するに■しても，費用および使益の評価を与える際に 

不巧n鹿的に評i s 問題にカタ★ ■せざるをえない。その意 

.味では, . .ト一•，トロジカルな困難性力';常こ介在する。こ， 

のことは，第0章で収り扱われている公共財について 

も同様な困難性にたもむをわねばならないだろゥS 外 

部効果の顕著な例としての公害問題を考えるとき,非 

公共財つまり何らかの市場機構にゆだねられた私的財 

の生産に伴っそ発生する公害に閱しては,これをコス 

トぎ素どして内部化することができよう。ただしここ 

では，コスト要ぎとレて,生産にまつわる与件の変イヒ 

を幾定するのは制度的なルてルの)変吏にまたなけれぱ 

ならない。すなわち,環境規制であり公害防降基準 

設定である。環境問題, . とりわけ私的財の生産Vらまタ 

わる公害の間齒につい̂ては,紙幅り関係上筆者の見解 

を別の機会に述べたいと思う。，

さて，第10章では, 辕填保全に関する内,が取り极 

われる。将来にわたる環境組織のあり方についで,合 

理的保全計画を考慮するとき,聘填組織の勒学的分析 

を必要とする。すなわち,環境組織の変化に関する時 

間的経路の研究がなされねばならなV、ことが強調され 

ている。ことで.の帰結は,環境保全め論理が盲目めな 

保守思想によって代弁されるものセはなく，科学的な 

ギ法:"Cの将来予測に基づいてこそ正当化されるという* 

点にある。し力、し，著者たちの見解に従えぱr 将来の 

環搶計画とはホ擴走なもしくは未知の条仲下における 

組織的决定の試みを意味する。 したがりて，科学的ぎ 

法を用いてもなお人間の未来に関する避けがた'^、無知 

-とM Rkこおける調りを犯す可能性を考慮するならぱ，

• 現存するi i然環境めュ^一 クな特性を保存キること.
. さらに, 懷境保▲の目的が，轉来におけ•る環境め広い 

'範0 にわたる選択可能性を残すことである.とするなら 

ぱ, 少なぐとも人間が現在享受レt：V、る多棒な環境を 

維持すべきであ;6 と主張されズいる, このことは，現

4̂ (630)
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在のと^̂ ろま然辕撞に関する阪り， の将来}"こっいて 

はf t とんど未知なるが故に,可能な服り回復可能な行 

動基準をとろうとする保全論者の論举につながるもの 

と言えよう。しかし未来に開する人網《p無知を前提と 

する限り, 著者たちが主張ずる科学的手法とはいかな 

る斜学性をおしてV、るの力、不明て，あり，はなけ:だ矛唐 

J；こ満ちた論述でもると言わねは’ならない。とこで科学 

的手法と著者たちが呼んだめは, 依然，としセ費用，使 

益分析の手法をさ.していをが, •この☆ て♦はこれまでの 

各章での議論に対する解決ともな5 ないであろ5 。

ナ0^なら,第m部の第11章でも取り极われズいるが, 
非市場的現^^の便益と费用の評倾に際して,市場的現 

象の機会費用をもゥて潜在的価格を想定することは，

销局のところ，市楊機構の决定メカとズムにいりさVく 

をゆだねることになり,たとえぱ公共財の特性として 

の非挑除原則やただのり現象ねよゥて生じる諸問題,

さらには所得分配に-える影響などは考慮の外に放置 

されるととになるからである。

第12$ やは，環境問題に関するこれまでの各享にお 

けるような経済学的解釈と理論的意味づけとは興なり， 

経済シスチふがサプ，システムとして機能するところ 

の社会シスチム.にねける琼境の管理機能に関する，,戦 

略と戦術が述べられている。こわぎの最後で述べら'れ 

ている最もお力な戦術，すなわち究極的構造変化——  
人々の考え方を変えること一に関して， J ‘ M ，ヶ 

インズの次のような記述は, 皮肉にも本章0 内容を逆 

説的に明示しているとも言えよう。 rあらゆる知的影 

響からも全.< 解放されていると自ら信じている実際家 

たちは，突のところ，多くはすでに亡くなった経済学 

者の奴織でf cる，空中に声をきくがごとき権力をもっ 

た狂人たちも，何年か前の三流学者から,彼らの気ち 

が、、じみた考えを！ 、あげていろのである。……おそ 

.かれ早かれ，危險なのは，観念であって，既得益で 

はない。J 、

最後に，第I3,では本書の耍約と結論めいた見解が 

述べられている。すべての経済組織は，成長を追求す 

る。このことは，文明の発生以来真であったし；産業 

ホ命により人間が自然との間の数世紀にわたる闕争か 

シ解放されて以来，こ.とにそうであった。しかし，成 

iる過程においては, 合理的な選択行為を通しても，な 

お意図せぬ結果—— 外部効果，公共財の損失，将来の 

111：代の貧困化の可能性など—— を伴う。このような状 

tJiTドで<?)成長ゆ, いったV、何のためになされるのか，

と,間われて'いる， '■ 、 ,

評 ; . ’， . .  .

いっぽう,，経済学者は環境における経済成長の右害 

な 響 か 》.単に成長の副産物，:,.スヒル♦ オ—*バ.一，あ 

るいは外部費用であるとして過小評価しできたこと。

：さらに, ‘こめ見解は，社会が経资政策の上に力を及ぽ 

して，とれらの外部効果を内部化すれば，，経済成長過 

程は快適な環境において限りなく継統することカレe #  
るという印象を与える。このような見解は，環境破壊 

力*、經済成長の不可欠な部分であり, トレイ.ド.オフの 

関係にるととを認識するならぱ,少くともその全構 

成員の墓本的寒まを满化させる生産能力をもっている 

先進工業国においX ,これ以上の成長に伴う使益がそ 

の瑪境聘壊に伴う費用をm 当化する根拠をもちえない。 

つまり，環境問鹿を速して,成長問題の再老を促すの 

で ぁ る ■； ' .

との再考に際しては，第 ;1ゼ成長抑制の可能性が論 

..fiiEされること，.第2 に，..低いあ.るいはゼロの経済成長.., 
の予想される結果が考處されなけれぱならたいこと，

が強調されている。以上のような主張は,，結果として, 
著者たちが想定する静態に近い状態の経済組織べの指 

向を意味するのであろうか。 ’，

本書は，最初に述ぺたように，替告の書である。.し 

たがって，庚証的な分析に基づく理論図式の展開を耍 

求することは困難であるが,現まの経済学の现論的梓 

組のなかでの付加的思考突験に止ってはいない点を高. 

く評価しなけれぱならない歴史的偶然か必然がは別 

にしすも, 今日の日本経済は，V、くつかの要因^経 

済的，社会的詰'条件の変化一一に対応すべく，受動 

的！:こ低成長経済への指向を迫まられている。受動的に 

しろ新たな社会経済構造の選択を迫られている状況の. 
もi では，★書の著者たちが結論的に提唱する成長抑 

，制の可能]̂ヒと成-長プロセスのま5{に伴って発生する諸 

問題め爽誰的な分析が早急になされ’ねばならないであ 

ろう。たとえば，新たな構造選択め結果もたらされる 

であろう雇用問題などは第一義的にその必要性があろ 

う。こウような意味からも，本書は大きな刺激を-テ-え 
てくれるととろの警告の書でちる。

なお，原著名;は以下の通りである。
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